
◎はじめに
この度は、アメリカ合衆国マサチューセッツ州ケンブリッジ、ホワ
イトヘッド生物医学研究所への留学について報告させていただ
きます。 当研究所はチャールズ川を挟んでボストン市の対岸に
位置し、マサチューセッツ工科大学（MIT）に隣接する世界屈指
の研究機関です。 私は2024年10月よりAnkur Jain研究室に博
士研究員として着任し、RNAの二次構造や局在に着目した神経
変性疾患の研究に従事しております。 本稿執筆時点で留学2年
目を迎えておりますが、私の経験が今後海外留学を志す皆様の
一助となれば幸いです。

◎留学準備
2023年12月に学位を取得した当初、海外ポスドクへの憧れは
あったものの、直近の留学経験のある知り合いがおらず、進路に
対する漠然とした不安を抱えていました。 そんな中、数回のビ
デオ面談を経てAnkurからオファーをいただくことができまし
た。 渡米時期については、第2次トランプ政権の発足による社
会情勢の変化を注視しながら、最終的に2024年10月に留学を
スタートさせました。 実際、時期が少し後ろにずれていれば、ビ
ザの発給状況や研究予算の削減などの影響で、渡米自体が困
難になっていたかもしれません。 また、多くの助成金やフェロー
シップには学位取得後の年数制限があるため、個人的には迷っ
たら行ける時に行くことをお勧めします。

◎研究生活
日本との環境の大きな違いは、コアファシリティの充実度とス
タッフサイエンティストの存在です。 専門的な解析機器や実験
手法についても、研究所内のエキスパートに相談できるため、
一人で悩む時間が大幅に短縮されます。 また、共通培地の作製
や実験器具の洗浄といった周辺業務を専門スタッフが担ってい
る点も、研究そのものに没頭できる大きな要因です。 Jain研究
室は若手のテニュアトラックPIが主宰しているため、個別の設備
は以前の所属ラボの方が充実していましたが、ラボ間の垣根が
非常に低く、機器の共有や共同研究が極めて活発です。 また、
オンとオフを明確に切り替える文化があり、休日や休暇をしっか
り取る人が多いのも印象的です（もちろん、日本人に劣らぬハー
ドワーカーも少なくありませんが）。

◎日常生活
アメリカに留学されている方全員が書くことだとは思いますが、
日本と比べると物価が非常に高いです。 家賃は日本で言うとこ
ろのワンルームで毎月2300ドル程度はかかります。 食費も基本
的には高いですが、お米の値段は一時期の日本よりも安いです
し、思っていたほど味も遜色ないので助かっています。 日本食も
ボストンやケンブリッジ市内あるいはオンラインスーパーで大
抵のものは入手できます。 気候面では、夏は非常に過ごしやす
く、冬の寒さは厳しいものの、スケートなどのウィンタースポーツ
を楽しめる環境です。 数年に一度のスノーストームの際には前
日に大学や研究所が閉鎖されますが、北海道出身の私からすれ
ば「このくらいの雪で休みになるのか」とカルチャーショックを受
けました。

◎最後に
このような貴重な留学機会をご支援いただきました上原記念生
命科学財団の皆様、ならびに関係者の皆様に深く感謝申し上げ
ます。 また、留学の後押しをしてくださいました大阪大学の廣瀬
哲郎教授に、この場をお借りして心より御礼申し上げます。

コロンビア大学での留学生活も、気がつけば2年7か月が経ちまし
た。 コロンビア大学は米国ニューヨーク州ニューヨーク市マンハッ
タンに位置する私立大学です。 私が研究を行っているHerbert 
Irving Comprehensive Cancer Centerのあるメディカルキャンパス
は、Times Squareに代表されるマンハッタン中心部から地下鉄で約
30分北上した場所にあり、周囲ではスペイン語が飛び交い、中南米
系住民の多い地域に位置しています。 また、キャンパスはGeorge 
Washington Bridgeにも近く、私を含め多くの職員がハドソン川を
渡り、ニュージャージー州から通勤しています。

私たちが暮らすニュージャージー州フォートリーは、ニューヨーク市
へ通勤する人々が多く暮らすベッドタウンです。 日系スーパーや日
本人学校へのアクセスが良好であることから、日本人が多く居住し
ているだけでなく、アジア系住民が全体の約44％を占める国際色
豊かな街でもあります。 街並みは整備され、安全で暮らしやすい環
境です。私のようなポスドク研究者だけでなく、日系企業に勤務する
駐在員とそのご家族も多く、日本で生活していたら出会えなかった
ような方々と知り合う機会に恵まれています。 多くの日本人家庭は3
～5年ほどで帰国されるため、この地で数多くの出会いと別れを経
験してきましたが、その一つひとつが私たち家族にとってかけがえ
のない財産となっています。

アメリカでの生活は、驚きの連続でした。 渡米当初、住居契約、運転
免許の取得、車の購入など、生活基盤を整える過程で現地の方々と
関わる中、日本での常識が通用しない場面を数多く経験しました。
その経験を通じて、異なる文化の中で生活する難しさと、環境に適
応していくことの大切さを学びました。 特に実感したのは、「自分の
考えをきちんと主張すること」の重要性です。 当時は英語での会話
に自信がなく、相手の間違いに気づいても、いずれ気づいてくれる
だろうと指摘できないことがありました。 しかし、自分の考えを明確
に伝えることは決して失礼ではなく、むしろ建設的なコミュニケー
ションとして受け止められることを学びました。 現地校に通う3人の
子どもたちも、当初は日本との違いに戸惑いながらも、柔軟に環境
へ適応し、今では日々を楽しんでいます。 2年以上が経過した今も
新たな発見や驚きは尽きませんが、家族全員が渡米前よりも広い視
野と柔軟な価値観を身につけたと感じています。

研究面でも、日々新たな発見があります。 私はコロンビア大学の
Anil K. Rustgi研究室に所属し、炎症に起因する膵臓がんの発がん
機構について基礎研究を行っています。 研究室には約10名のポス
ドクおよびPhD課程の学生が在籍しており、それぞれ異なるテーマ
に取り組んでいます。 出身国もアメリカ、カナダ、トルコ、スコットラン
ド、スペイン、チリ、日本と多岐にわたり、非常に国際色豊かな研究
環境です。 この2年余りの間にもメンバーの入れ替わりがあり、当初
のメンバーの半数ほどが入れ替わりました。 研究の議論に加え、そ
れぞれの文化や考え方の違いについて語り合う時間も多く、日々刺
激を受けています。 研究に対する姿勢や考え方も多様であり、その
違いに触れること自体が私にとって大きな学びです。 同僚たちの高
い能力と仕事のスピードには驚かされることが多く、数日で数十
ページのエッセイを書き上げたり、最新の実験技術やデータ解析手
法を短期間で習得したりする姿を見るたび、自分が世界有数の研究
環境に身を置いていることを改めて実感します。

中でも、Rustgi先生との出会いは、私の研究者としての価値観を大
きく変えました。 Rustgi先生は幅広い研究ネットワークを持ち、他研
究室との共同研究を積極的に推進されています。 研究を円滑に進
めるため、外部研究者に意見を求め、協力しながら研究を進める姿
勢は非常に印象的です。 研究室メンバーも毎週のように共同研究
者との会議に参加し、研究の進捗共有や今後の方針について議論
しています。 これまで私は外部研究者との共同研究の機会が限られ
ていたため、自身の研究の要点や相手に求めることを簡潔かつ的確
に伝えることの難しさ、そして重要性を改めて実感しました。 また
Rustgi先生は、実験面だけでなく、アメリカにおける研究費獲得の仕
組みや申請書作成についても熱心に指導してくださっています。研
究成果を上げることだけでなく、その先にある「自立した研究者の育
成」を重視する姿勢に深く感銘を受けています。 そして、多くの研究
室卒業生が独立し、それぞれ独自の研究グループを率いて活躍し
ている姿を見るたび、その教育の成果を実感しています。

渡米前、私たち家族は、この留学を家族全員にとって成長の機会に
しようと話し合いました。 これまで大きな事故もなく、その目標に向
かって着実に歩んでこられていると感じています。 慣れ親しんだ日
本での生活を離れ、新たな環境で生活を始めることには不安もあり
ました。 しかし、日本にいては経験できなかったこと、そして出会え
なかったであろう人々との出会いこそが、この留学生活で得た何よ
り大きな財産です。 歴史的な円安や世界的な物価高、さらには第二
次Donald Trump政権下における研究費削減など、研究者を取り巻
く環境は決して容易ではありませんが、多くの良き出会いと支えに
恵まれ、充実した留学生活を送ることができています。 一つひとつ
の出会いのかけらが、今の私たちを形作っているように思います。

このような貴重な留学経験の機会をご支援くださった上原記念生
命科学財団の皆様ならびに関係者の皆様に、心より厚く御礼申し上
げます。
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時の経つのは早いもので、渡米してから早くも1年が経とうとし
ております。 政権交代に伴い研究費が停止するなど、厳しい状
況下での留学ではございましたが、上原記念生命科学財団の
海外留学助成金に採択いただいたおかげで、この貴重な留学
の機会を得ることができました。 心より深く御礼申し上げます。 
本稿では、この一年間の経験について、研究面および生活面に
分けて振り返ります。

研究環境においては、初めての研究留学ということもあり、多く
のことが非常に新鮮で、多くの示唆を得る機会となりました。 
大型機器に関しては施設内の共用設備を利用料を支払って使
用する仕組みであり、また専門外の分野については、その都度
専門のラボに相談し、見学の機会を得るなど、円滑な情報交換
が可能な体制が整備されていました。 このような環境の下で、
多様な経験と知識を習得しました。 研究内容に関しても、PIの
考えを一方的に受け取るのではなく、自身の見解や仮説を明
確にした上での議論が求められ、それに基づいた研究支援が
なされていました。 必要に応じて専門家の紹介や他研究機関
との連携の機会も提供され、自身の考察力および発想力の向
上に資する貴重な経験となりました。 これまで、自ら積極的に
意見を発信する機会が限られていた中で、本環境は大きな挑
戦となりましたが、発言が十分でない場合には次回までの検
討課題として整理するよう促されるなど、主体的な思考力の醸
成が図られていました。

また、ラボメンバー間の協力体制も非常に充実しており、実験
量が多い際には自然と役割分担を行い、効率的に研究を進め
る文化が根付いていました。 私自身も他メンバーの業務を分
担するなど相互に支援し合う経験を通じて、協調性および研究
遂行におけるチームワークの重要性を実感しました。 さらに、
定期的にカンファレンスやシンポジウムが開催されており、多
様な研究者の意見や研究内容に触れる機会が豊富にあり、知
見を深める上で有益でした。

生活面においては、ラボメンバーと定期的に交流の機会が設
けられ、パーティーやハイキングなどを通じて充実した日々を
過ごしておりました。 物価高騰および円安の影響により費用
面での苦労はありましたが、各種アプリの活用や購入時期の
工夫により、生活費の管理能力も向上しました。 また、日常的
に自炊を行い、アジア系スーパーやオンラインストアを利用す
ることで日本食材の入手も比較的容易であったため、食生活に
大きな支障はありませんでした。

助成期間終了後も引き続き現在の研究室にて研究活動を継
続する予定です。 そのために必要な研究費申請や助成金申請
についても、PIの支援を受けながら進めており、安定した研究
環境の下で研究に従事しております。

留学に際しては、新たな研究の立ち上げに伴い成果創出まで
に時間を要する点などの課題も想定されましたが、それを上
回る多くの知見や経験を得ることができました。 本留学は、自
身の研究者としての成長に大きく寄与する貴重な機会であっ
たと考えております。 改めて上原記念生命科学財団の海外留
学助成金に採択いただきましたこと心からお礼申し上げます。

ボストンでの研究留学生活についてご報告させていただきま
す。 拙稿ではございますが、留学をご検討されている先生方
のご参考になれば幸いです。

まず初めに、Harvard School of Dental Medicineへの留学と
いう大変貴重な機会を与えてくださった九州歯科大学 生化学
分野 古株彰一郎教授、顎口腔機能矯正学分野 川元龍夫教授
をはじめ、ご指導いただいた先生方に感謝申し上げます。

現在所属しているBaron-Gori研究室は骨代謝研究をメイン
テーマとしています。 日本での所属大学では、基礎研究以外に
矯正歯科治療と学生教育を行っていましたが、アメリカでは基
礎研究に専念しております。 PIやポスドクから色々と学びなが
ら、非常に充実した毎日を過ごしております。 研究室にはイン
ド、ブラジル、韓国、日本からのポスドクが在籍しており、他にも
DMDの学生や他大学の学生も研究に取り組んでいます。 各人
高い目標をもって研究に励んでおり、彼らからエネルギーをも
らいながら、日々頑張ることができています。

ボストンは比較的過ごしやすい環境であると感じます。 気候に
関して、夏はそれほど暑くなく、冬は九州出身の私からすると
厳しい寒さですが、室内は非常に暖かく、快適です。 湿度が低
いことも過ごしやすい一因だと思います。 治安に関しても、ア
メリカではかなり良いとされており、研究に集中できる環境だ

と思います。 また、中心部ではバスや電車も充実しており、アク
セス面も良好です。 一方で、円安の影響もありますが、家賃や
外食などが高いため、資金面では負担を強いられます。 特に
家賃相場は全米でもトップクラスと言われています。 上原記念
生命科学財団の海外留学助成金があってこそ留学ができたと
実感しております。

ボストンは多くの大学や研究所が設立されている学術都市で
す。 そのため、多くの日本人研究者がおられます。 私は「ボスト
ン日本人研究者交流会」というコミュニティにも参加し、様々な
研究分野の先生方から、刺激をいただいております。 また、月
曜の朝6：30～7：30にLongwoodのカフェでコーヒーを飲み
ながら、日々の研究の話やアメリカでの生活の情報など、雑談
を行う朝会にも参加しております。 初めてのアメリカでの生活
という不安な気持ちも、日本人の先生と共有することで、乗り越
えられると感じました。 どなたでも参加可能な会ですので、ボ
ストンにお越しの際にはぜひご参加ください（Facebook  
account;ロングウッドで朝食を～Breakfast at Longwood～）。

今後もボストンで研鑽を積み、帰国後には日本の医療に様々
な形で貢献できるように精進して参ります。

最後になりますが、留学に際して多大なご支援をいただいた
上原記念生命科学財団の皆様に心より感謝申し上げます。
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←朝会の様子　
　研究の話だけでなく、
　アメリカの歴史や医療、学校教育など
　話題は多岐にわたります

←所属する研究棟と桜
　4月になり、フィラデルフィアも桜が咲き、春を実感
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